
◆下記は、令和3年9月1日現在の状況であり、今後、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
 めの東京大学の活動制限指針2021等に基づき、変更となる場合には別途掲出を行う。）

・全ての授業は、オンラインのみによる開講となる。
（Zoom URL等については、シラバス（UTAS）を確認すること。）
・令和４（2022）年度の経済学部進学内定者については、経済学部進学後の
各学科共通の選択必修である「専門科目１」となるので、教養学部前期課程
２年次からの計画的な履修を行うこと。（詳細については、本ファイル・５
ページ（進学選択ガイダンス（2021/05/19）配付資料）を確認すること。）

【Ａ１ターム】

１限(08:30～10:15) ２限(10:25～12:10) ３限(13:00～14:45) ４限(14:55～16:40) ５限(16:50～18:35)

月曜日 マクロ経済学Ⅰ
中嶋 智之

火曜日 経営
稲水 伸行

統計Ⅰ
入江 薫

水曜日

木曜日 ファイナンス
齋藤 大河

金曜日 会計
米山 正樹

ミクロ経済学Ⅰ
松島 斉

授業時間： 各時限105分
授業期間： 教養学部前期課程の日程による。（本ファイル・４ページ・授業日（Ａ１ターム））

《共通》試験期間：

「専門科目１」時間割及び授業日程
＜「令和４（2022）年度の経済学部進学内定者（教養学部前期課程２年生）」を対象＞

令和３（2021）年度経済学部持出専門科目について

令和3年9月1日
経済学部

２月３日（木）、２月４日（金）、２月７日（月）、
２月８日（火）、２月９日（水）
＃ 当該試験期間内に対象となる全ての授業科目の試験の時間割を調整できない場
合、一部の授業科目については、02/05(土), 02/12(土)にも行う。試験関係時間割
（実施形態はオンライン（オンライン試験／take home exam）を予定）について
は、1月上旬頃、別途掲出予定。当該試験を受験できない場合の特別措置は実施し
ない。
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【Ａ２ターム】

１限(08:30～10:15) ２限(10:25～12:10) ３限(13:00～14:45) ４限(14:55～16:40) ５限(16:50～18:35)

月曜日 マクロ経済学Ⅱ
中嶋 智之

火曜日 統計Ⅱ
入江 薫

水曜日

木曜日 経済史Ⅰ
小野塚・岡崎

金曜日 ミクロ経済学Ⅱ
松島 斉

授業時間： 各時限105分
授業期間： 教養学部前期課程の日程による。（本ファイル・４ページ・授業日（Ａ２ターム））

《共通》試験期間：

＜注＞

(1) 授業担当教員からの特段の指示（グループワーク等）がある場合を除き、試験等の答案の作成

 にあたっては、他の学生等に相談をしたり、助言・指導を求めたり、答案の全部または一部の

 作成を依頼してはならない。また、他の学生の相談にのったり、助言・指導をしたり、他の学

 生の答案を作成してはならない。これに反した場合には、不正行為として、東京大学学生懲戒

 処分規程等に基づき、厳正に対処することとなる。

(2) 新型コロナワクチン予防接種を計画している場合には、ワクチン接種の時間帯と各自の授業日

 程が重複することがないよう、十分注意すること。併せて、接種後、副反応により体調を崩す

 場合があるので、各自の授業日程と副反応からの回復期間を十分に考慮した上での接種を計画

 すること。特に、上記試験期間に影響がないよう、接種を計画すること。

(3) 原則として、試験の時間割（曜日・時限）は、授業の時間割と同様とする。ただし、当該試験

 期間内に対象となる全ての授業科目の試験の時間割を調整できない場合、一部の授業科目につ

 いては、授業と異なる時間割で試験を行う場合もある。

(4) 履修登録

・各自、UTAS（WEB入力）により、教養学部前期課程の履修登録期間内に完了させること。

・必ずUTASにおいて、履修登録状況の最終確認を行うこと。（ITC-LMSの「受講登録」のみを

 行い、UTASの履修登録が完了していない場合、当該履修登録は行われていないことになるの

 で、十分注意すること。）

２月３日（木）、２月４日（金）、２月７日（月）、
２月８日（火）、２月９日（水）
＃ 当該試験期間内に対象となる全ての授業科目の試験の時間割を調整できない場
合、一部の授業科目については、02/05(土), 02/12(土)にも行う。試験関係時間割
（実施形態はオンライン（オンライン試験／take home exam）を予定）について
は、1月上旬頃、別途掲出予定。当該試験を受験できない場合の特別措置は実施し
ない。
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(11) 「ミクロ経済学Ⅰ（0701102-01）とミクロ経済学Ⅱ（0701102-02）」

・両方の授業科目の履修登録を行い、両方の授業科目の試験を受験すること。（両方の授業科目

 の履修登録を行わなかった（片方の授業科目のみの履修登録しか行わなかった）場合、単位は

 認定されない。）

(12) 「マクロ経済学Ⅰ（0701103-01）とマクロ経済学Ⅱ（0701103-02）」

・両方の授業科目の履修登録を行い、両方の授業科目の試験を受験すること。（両方の授業科目

 の履修登録を行わなかった（片方の授業科目のみの履修登録しか行わなかった）場合、単位は

 認定されない。）

・経済学部と法学部の合併科目となっている。

・経済学部進学内定者（経済学部及び法学部以外の進学内定者を含む）は「07*****」、

 法学部進学内定者は「01*****」、の時間割コードにより、履修登録（UTAS）を行うこと。

 （例年、当該履修登録（UTAS）ミスが多く見受けられるので、十分注意すること。）

・なお、シラバス（UTAS）において、他学部履修欄は不可と表記されているが、教養学部前期

 課程２年生の履修は「可」となる。

(13) 「統計Ⅰ（0701104-01）と統計学I（0121862）」「統計Ⅱ（0701104-02）と統計学II（0121863）」
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utotscliroot
長方形

utotscliroot
長方形

utotscliroot
タイプライターテキスト
（経済学部持出専門科目）

utotscliroot
長方形

utotscliroot
タイプライターテキスト
・左記は、授業期間。
・試験期間は、次のとおり。
　　２月３日（木）、２月４日（金）、
　　２月７日（月）、２月８日（火）、
　　２月９日（水）

utotscliroot
タイプライターテキスト
・左記は、授業期間。
・試験期間は、次のとおり。
　　２月３日（木）、２月４日（金）、
　　２月７日（月）、２月８日（火）、
　　２月９日（水）

utotscliroot
タイプライターテキスト
※その他詳細については、本ファイル・１～３ページを参照。

utotscliroot
タイプライターテキスト
※その他詳細については、本ファイル・１～３ページを参照。



 

【重要：「専門科目 1」の履修について】 
 
令和 4 年度経済学部進学予定者 各位 
 

経済学部の科目は、学科共通の選択必修である「専門科目１」、各学科の選択必修であ
る「専門科目２・３・４」、その他「選択科目」に大きく分類される。 

「専門科目１」は、経済学の学習の入口となる入門的な科目であり、経済学科・経営
学科・金融学科で学習することになる多様な学問領域の紹介を兼ねた総論的な科目であ
るとともに、経済学部での学習の前提として必要とされる基礎的な知識・基本的な考え
方を学ぶ科目として位置づけられる。 

「専門科目１」のうち多くの科目については、本郷進学前の教養学部前期課程 2 年次
A セメスター（A1・A2）から、持出専門科目として履修可能となっているため、卒業ま
でを見通した計画的な履修を行うこと。 

―例えば、本郷進学後に多くの学生が参加する演習（必修ではない）は通年（S1・S2・A1・A2）開講となっている
ため、本郷進学後の A セメスター（A1・A2）に「専門科目１」を履修する必要があり、演習の時間割（曜日・時
限）と重複する場合、演習に参加することができなくなるため、注意が必要となる。 

 
＜参照：令和 3 年度経済学部履修案内＞ 

http://www.student.e.u-tokyo.ac.jp/gakubu/rishuinf2021.pdf 
【5 ページ】学科共通の選択必修である「専門科目１」の卒業必要単位数は 20 単位以上
となる。 
【26 ページ】令和 3 年度以降の経済学部進学者用の「専門科目１」の令和 3 年度開講予
定科目・授業担当者表となる。 
【※】令和 3 年度以降の経済学部進学者については、次のように、カリキュラム変更と
なっているので、十分注意すること。 
 令和 2 年度以前 

経済学部進学者 
⇒ 

令和 3 年度以降 
経済学部進学者 

駒場キャンパス開講 12 科目（24 単位） 10 科目（20 単位） 
本郷キャンパス開講 2 科目（4 単位） 2 科目（4 単位） 

（注）令和元年度以前開講の「経済原論Ⅰ」又は「経済原論Ⅱ」の単位を取得している者について、令和 3 年度以降

経済学部進学後の当該単位の取扱は、専門科目１ではなく、選択科目として認定されることになる。 

 

令和 3 年 5 月 19 日 
経済学部  
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